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十一月二十日まで作り続けられ、現存する漱石の漢詩のほぼ三分の一に相当する七 八首の詩が制作さ ている。またこ 時期 漢詩創作ノートが東北大学附属図書館に所蔵 れ おり、漱石がどのように漢詩を創作していたのか、その推敲の跡も知ることもできる。
齋藤希史氏は、この時期の漱石 漢詩について、 『明暗』において




習Ⅴ（漢文学領域） 」において、この時期 漱石の漢詩をとりあげ、その推敲過程について検討を行った。検討の結果、漱石の推敲 は、平仄を整えるためや前後の対応 考慮した語句 変更といった軽微な改変も多いものの、なかには作中人物の姿やこ ろの動きが想像できるように表現が工夫され、推敲するなかで、もともと表現されてい
た




漢詩の推敲過程を推論してみ い。 「 「詩人 時間」 体験は、山元隆春・中井悠加両氏が平成二十五年度日本国語教育学会西日本集会で行ったワークショップ タイトル 。そ 趣旨説明 よれば、学校現場において実践経験の少ない「詩の創作」に関して 詩の指導の問題以前に、 「詩を創作す こと」そのも のイメージを指導者が明確に持てないことに対する懸念があると指摘されてい。
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60（     ）
続く頷聯はそのような主人の一日を象徴するかのような自然の運行
を描く。吉川・一海両氏は、この句が陶淵明「帰去来辞」 （ 『文選』巻四五）の「雲無心以出岫、鳥倦飛而知還」 （雲は無心にして以て岫を出で、鳥は飛ぶに倦みて還るを知る）を踏まえると指摘する。 「鶴
う


















































































第三句と第四句の二句のみ（ 【草案】 ）が上部に書かれており、その下に全体八句（ 【初案】 ）が書かれている。
まず首聯は第二句【初案】の「結跏」が【訂正稿】で「趺坐」に推








月二十一日の詩も、第一句の平仄が【初案】では合っていたにも関わらず、 【定稿】では、推敲 結果、合わなくな という例が見える。いまその首聯の推敲過程を示すと次の通りで る。
「無題」大正五年八月二十一日142
【初案】














ることも知らず、 「経」も知らない自分を言う句であったようである。「行脚」 の対応から、 「経」は仏教の経典を指すと考えられる。それが推敲の結果、 【定稿】では「文章」も知らず、また「経」も知らずとなり、二字目と四字目の平仄が合わなく っている。ここ 「文章」は詩文を指し、それとの対応を考えれば、 「経」は仏教のみならず、儒教の経典も すと考えられ、いまだ文学 な ず思想を論ずることもない自分を言う句へ 変わっている。この首聯は現在の が置かれた状況を述べる句であり、第二句でも「東」と「西 の間をとりとめもなく奔走する自分 描き出す。第一句 推敲 、この現在自分をどのように描き出すかというこ を考えた上での推敲のようであり、そのために平仄が合わなく って まったものと考えられる。
本詩の第二句の「何時」から「何処」への改変は、漢
ノートに推
敲の跡はなく（画像２参照） 、清書時の誤写の可能性もあるのだが或いはここも敢えて平仄を犯しても、時間よりも場所を問うこと 、何事かを表現しようとしたのか れない。
続く頷聯は、 【草案】から【初案】への改変によって、第四句の内



















する。 「雲」であれば、 【草案】は雲が岫に向い合うさまを描く句となるが、 【初案】 は陶淵明「帰去来辞」に近づき、雲が岫から出て行くさまを描く句と変わっている。また「無為」は、第二次稿（画像２参照）では「為」の右傍に「心」と記されており、それが消されて、改めて「為」が左傍に記されて、 【定稿】となっ いる。
第四句の【草案】 「道心誰識独栽松」は『臨済録』 「行録」に見え











62（     ）
うに、山に帰る鶴の姿を描く句へと大きく変わっている。 「多事」は、ここでは俗事の多いこと。 【草案】では、修行する主人の姿や思いが直接的に表現されていたが、 【初案】では脱俗の思いを象徴す 雲や鶴の姿を描くことで、 間接的に主人の思いを表現する句となっている。
また【草案】では「臨済栽松」の故事を踏まえて、人々の為に標榜
めじるし





















まず第七句の【初案】 「無麈尾」の「無」が、 【訂正稿】で「忘」 、





では「昼静復」が「静処起」となる。 【訂正稿】では「昼」という時の設定が無くなり、また「起」からは、虚堂に座禅し 主人が立ち上がる姿 想像できる。これが【定稿】では上四字が「上堂回首」と改められ、 「起」は 復 に戻る。
先述の如く、 「上堂」を吉川・一海氏は「 （庭から）座敷にのぼる。 」
と注すが、この解釈の背景に
、この詩の頸聯が陶淵明「飲酒」二十
首其五の「采菊東籬下、悠然望南山」 （菊を采東籬の下、悠然として南山を望む） を踏まえていることが意識されている であろう。そのように考えれば、坐禅をしていた主人が、頸聯 ような屋外の風景に惹かれて庭に出て、更にゆったりと風景を楽しもうと「胡床」 （安楽椅子）に坐ろうとしたものの、払子を置き忘れてきたことに気がついて、庭から堂に上って童子を呼ぶ そ ような屋内から屋外へ、そして屋外から屋内へという、一連の主人の動きが想像できる。
いま、尾聯の【初案】から【定稿】までの推敲の過程を推論すれば、
【初案】の尾聯「欲払胡床無麈尾、虚堂昼静復呼童」は 「虚堂」「結跏」していた主人が、 「胡床」 （安楽椅子）に座ろうとして 麈尾」が「無」いことに気付いたという状況を描出していた。それを【訂正稿】の「欲払胡床忘麈尾、虚堂静処起呼童」では、 「麈尾 を「忘」れたことに気付いた主人が
（ 「結跏（趺坐） 」から？） 「起」ち上がっ
63（     ）
て…と、主人の心と姿に動きが加わり、更に【定稿】では、 （頸聯の風景に惹かれて？）庭に出ていた主人が「麈尾」を「遺」れてきたこ
わす
































色は一刷毛 紺青 平らに流した 所々に、しろかねの細鱗を畳ん
ひとはけこんじよう
さいりん




戸時代後期の牧野黙庵「春窓対雨」 （ 『松村遺稿』 ）に「昨来微雨灑園林、促得春光次第深」 （昨来の微雨園林を灑ひ、促し得 り春光
あら
の次第に深きを）とあり、春の細雨が庭の木々にそそいで 景色を深めてゆく様を詠む句も見える。



































































































































而無車馬喧結廬」を踏まえた表現となる。 「掩柴 も陶淵明の 句と重なる表現であり、全体とし 陶淵明の帰隠の思いを髣髴とさせる内容 なっている。その一方で、 「詩郷」の語が消えて、 【初案】から通底していた詩の世界への思いが失われている。
以上のように、この詩の首聯は、 【初案】では、質素な隠棲生活の




「春城日日東風好、欲賦帰来未買田」 （春城日日東風好く、帰来を賦せんと欲して未だ田を買はず）と、春の に帰隠の思 を駆り立てられる詩がある一方、本詩の翌日には先に引いた「無題」大正
149
五年八月三十日に「詩 杳在野橋東、景物多横淡靄中」とあり、春の景物に詩情を駆り立てられる詩もある。本詩の首聯 推敲は、春の景物をめぐるこのような書き手の思いが 背後にあっ のも であろう。
そして、次の「無題」大正五年八月二十八日は、詩句を推敲して
146




















































































































古仏風流寺」 （只だ憐む古仏風流の寺）を経て、 【定稿】では「蕭条古仏風流寺」 と、 住居周辺の閑静な環境を示す句へと変化している。
尾聯の【初案】は「村巷路深無客訪、誰能□□再回轅」 （村巷路
67（     ）























境に自足した状態を言うものであったようである。 これを【訂正稿１】では第一句の「数竿」 「幾竿」に、 「栽竹」を「疎竹」に、 「愛」を「払」に変えている。 「数竿」は第二句が「数巻」であるため、同字の重なりを避けて、 「幾 に変えたものか。
「栽竹」は人に植えられた竹を言う に対して、 「疎竹」はまばら
に生える竹を言う。柳宗元「贈江華長老」 （ 『全唐詩』巻三五一）に「風窓疏竹響、露井寒松滴」 （風窓疏竹の響、露井寒松の滴）とあり、また菅原道真「秋」 （ 『菅家文草』巻三）に「老松窓下風涼処、疎竹籬頭月落時」 （老松窓下風涼しき処、疎竹籬頭月落つる時）とあり、周囲の閑散とした状況を示す語。 「疏」は「疎」に同じ。さらに【訂正稿２】ではこれが「修竹」に改められ、 美しさを強調する。第二句の「編書」が、 【訂正稿１】で書き手の意思をより感じさせる「好書」に変えら
れているのも、同趣旨の推敲であろう。
なお、 「栽竹」は先の詩の「栽松」に似るが、唐以前の詩には用例
が見えず、中唐以後に用いられる詩語。 「疏（疎）竹」も東晋・孫統「蘭亭詩」に例が見えるもの 、唐 の用例は少ない。これに対して、「修竹」は古く前漢・枚乗「七諌・初放」に「便娟之脩竹兮、寄生乎江潭」 （便娟の脩竹 江潭に寄生す）と 唐詩にも頻用の詩語。
「愛南軒」は【初案】では竹が植えられている南の軒を好む心を詠
んでいたものを、 【訂正稿１】では、 払南軒」と美しい竹が軒を払う住居の情景となっている。そして【訂正稿２】では 掩南軒」と竹が軒を掩う へと変わり、竹林 掩われてひっそ と隠棲するさまを言う句へと変わっている。
ここまでの推敲では、当初は自足した現在の状況を詠んでいたもの













さを領解したことを言う句が新たに加えられる。 「清閑」は静謐で閑暇な時。 「領得」は領解する。さとる。更に【訂正稿４】は「領得」が「始信」に変えられている。 「始信」は、謝霊運「登江中孤嶼」 （ 『文選』巻二六）に「始信安期術、得尽養生年」 （始めて信ず安期の術の、養生の年を尽くすを得るを）とあるように、これまで じていなかったことが信じられるようになるこ を言う表現。
このように【訂正稿３・４】では、第一句が【初案】の住居の快適









偉さをむやみに語る必要はないとたしなめる句となってい 。こ 無位無官の偉さをむやみに語るのは、まさに【訂正稿３・４】の第一句であり、些か唐突に始まるように思える【定稿】の第一句は、推敲の跡から推論すれば、 【訂正稿３・４】で無位無官の偉さを見いだしたと語った自分自身への問いかけと読める。
このように、首聯の推敲の跡をたどると、第一句はもともと住居の























*3四〔岩波書店一九九七〕 ）に「時々午後に七律を一首位づゝ作ります。自分では中々面白い、さうして随分得意です。出来た時は嬉しいです。高青邱が詩作をする時の自分の心理状態を描写した長い詩があります。知ってゐますか。少し誇張はありますがよく芸術家の心持をあらはしてゐます。つまりうれしいので ね。 」 （五六六頁）とある。










*8一次稿を全て記し終え 後に、改めて全体を清書した可能性もある。「二四不同」は一句中の二字目と四字目の平仄を異にすること、 「 六対」
*9は一句中の二字目と六字目の平仄を同じにする と、 「反法」 対となる二句において、二字目・四字目・六字目の平仄を異にすること、 「粘法」は偶
数句と次の聯の奇数句の二字目・四
字目・六字目の平仄を同じにすること。
また押韻は平声の字を用い、韻を踏まない句末の字は仄声を用いる。なお、一般の読者向けに漢詩 規則を分かり易く解説したも に、一海知義『漢詩入門』 「漢詩についてのＱ＆Ａ」 （岩波ジュニア文庫一九九八） 、石川忠久『漢詩を作る』 （大修館書店一九九八）などがある。「
孤平」は平字が仄字に挟まれないようにすること、特に五言句の三字目、
*10七言句の四字目は避けなければならないとされる。 「下三連」は、一句の下三字に平声が三 連続、又は仄声が三字連続 しな ようにすること。
松尾善弘「漱石の漢詩―平仄式の検証」 （ 『アジアの歴史と文化』十二




































71（     ）
画像５：146「無題」大正五年
八月二十八日（第一次稿）
画像６：146「無題」大正五年
八月二十八日（第二次稿）
